
【はじめに】当院ではこれまで緊急輸血対応を問題なく実

施してきたが、急患室より大量輸血プロトコル(Massive 
Transfusion Protocol、以下 MTP)運用の要望があり、2023
年 5 月にワーキンググループ(以下 WG)が発足した。WG
が運用開始に向けて検討・準備したこと、経験した MTP
症例の振り返りをもとに WG と輸血部が改善してきた内容

や取り組みを紹介する。

【背景】WG は救急科医師、急患室看護師、輸血部看護師、

輸血部検査技師、集中系病棟看護師の計 10 名で構成され、

運用開始に向けて発動条件と状況に応じたオーダー内容、

フローチャート(Step1～3)の作成、在庫数の見直し、関係

部署への周知等について検討した。救急科医師が中心とな

り、説明会、動画視聴、各部署での研修会を経て 2024 年 3
月より MTP 運用が開始され、2025 年 3 月までに 13 件の症

例を経験した。

【改善点と取り組み】MTP 症例ごとに WG 内で振り返りを

行い、急患室と輸血部でそれぞれ時系列を作成し、問題点

や気づいた点に関しては職種を問わず意見を出し合い改善

してきた。AB 型赤血球の在庫数、採血困難時の検体量や

血液製剤の保管など、輸血部の意見も多く取り入れてもら

うことができた。現在も全症例について WG 内で振り返り

を行うとともに、新たな取り組みとして 3 か月毎に MTP
シミュレーションを実施している。

【効果と課題】MTP 運用開始から 1 年経過した時点で、

WG と輸血部ではそれぞれ救急科医師と急患室看護師、検

査技師にアンケートを実施した。回答結果から、緊急時の

血液製剤準備に関する意識や判断の向上、連絡体制のスム

ーズ化などの効果が感じられた。一方で、MTP 発動対象症

例および発動可能医師の拡大といった課題も見えた。

【結語】MTP 運用に向けて結成された WG と輸血部が共働

することで、多職種間で良好な関係を築けている。現行の

MTP は発動権限を救急科医師、対象を重傷外傷患者に限定

しているが、今後は他科の医師でも発動可能で、外傷だけ

でなく産科危機的出血にも対応できるように多職種連携を

図りながら業務拡大を目指したい。

連絡先：023-685-2626(内線 3334)

MTP 運用におけるワーキンググループの取り組みと輸血部の関わり
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【はじめに】

岩手県立病院は 9 の基幹病院、11 の地域病院、6 の地域診

療センターがあり、全国随一の公的医療機関である。岩手

県立病院の経営計画 2019-2024 には、「それぞれの病院機能

に必要な認定資格種の取得者を確保し、将来にわたり安定

的な育成を目指す。」とあり、育成を目指す支援対象の資格

は超音波検査士、認定輸血検査技師、細胞検査士、感染制

御認定臨床微生物検査技師の 4 種である。輸血検査業務は、

どの基幹病院でも行っているが、認定輸血検査技師が在籍

している施設は少なく、資格取得希望者がいても自施設の

みでは育成が困難である。岩手県立病院では、認定輸血検

査技師がいる施設で行う資格取得の支援活動をしているの

で、その内容について報告する。

【方法】

毎年 5 月上旬に資格取得者在籍調査を行い、7 月上旬に支

援対象希望者の有無を調査する。10 月頃から資格取得者と

支援対象者で日程を調整し、3 回程度に分けて講義や実習

などの支援を開始する。1 回目は試験概要やカリキュラム

について、2 回目は 1 次試験に向けての症例問題や計算問

題など、3 回目は 2 次試験に向けて模擬実技試験を行って

いる。

【結果】

2019 年に 1 名、2022 年に 2 名が 2 次試験向けの模擬実技試

験を行った。2022 年に受講した 2 名が 2 次試験に合格し、

認定輸血検査技師が増員となった。今後 3 名が受験予定で

あり 2023 年以降、適宜資格取得に向けての支援を行ってい

る。

【考察】

2019 年から取り組みを開始し、2 名の認定輸血検査技師を

育成することが出来た。9 の基幹病院に各 1 名の認定輸血

検査技師を配置する目標で開始され、現在は 5 名 4 施設ま

で増加した。今後も目標を達成できるように支援を続け、

認定輸血検査技師の育成に励みたい。

連絡先：岩手県立宮古病院　臨床検査技術科

0193-62-4011(内線 2245)

岩手県立病院における認定輸血検査技師の資格取得支援活動について
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【背景】新潟県立病院では、毎年新入職員に対して輸血の

基本的な知識や検査手技に関する実技研修会を行っている。

しかし、新型コロナウイルスの蔓延により、2020 年度から

2022 年度においては集合型の実技研修会を開催すること

ができなかった。今回、新たな試みとして実技研修会を受

講できなかった若手職員を対象に、輸血の基本的な検査手

技を再確認し、日常業務に役立ててもらうことを目的に実

技研修会を開催したので報告する。

【内容】研修内容は、試験管法による ABO 血液型検査と、

患者急変による緊急輸血への対応を想定した模擬演習を行

った。受講者は 3 名で、講師は新潟県立病院に在籍する認

定輸血検査技師が務めた。終了後に、受講者にアンケート

を行った。

【結果と評価】2~3 年の若手職員は、当直業務として輸血

検査を担当する機会はあるものの、普段輸血検査に関わっ

ていないため、試験管法の操作に不慣れな様子が見受けら

れた。また、緊急輸血時の製剤血液型選択や、診療現場と

のやりとりで戸惑う場面もあった。研修後のアンケートで

は、基本的な検査手技の再確認ができたこと、緊急輸血に

おいて優先すべきことや診療現場への対応について学ぶ機

会を得た点が有意義だったという感想が寄せられた。また、

マンツーマン形式での指導により、疑問点が適宜質問でき

た点が評価された。

【考察】今回の研修は、内容を新人向けのものから発展さ

せ、緊急輸血に関する内容を加えたことで、より実践的な

輸血検査業務について学ぶ機会になった。輸血過誤や緊急

輸血への恐怖心から、経験の浅い技師は輸血検査への苦手

意識を持ちやすいが、今回の研修会で参加者の輸血へのマ

イナスイメージを払拭するきっかけになったと考える。

【結語】普段輸血検査に携わらない技師に対して、トレー

ニングの機会を設けることは重要であることを再認識した。

今後も継続して若手技師向けの研修会を開催することで、

輸血療法の理解を深めるとともに、輸血検査の技術の底上

げをすることができ、ひいては新潟県立病院全体における

安全な輸血医療に寄与することができると考えられる。

連絡先：新潟県立中央病院 025-752-7711（内線 2550）

新潟県立病院における若手技師向け輸血研修の開催
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